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　半年に一度、日常生活の中で犯した罪や
過ち、心身の穢れを人形に託して川や海に
流し、祓い清める神事です。
　引続き茅の輪くぐり神事を行い、無病息
災を祈ります。どなたでもご参列ができます。
　半年の罪穢れを祓い、身も心も清々しい
気持ちで新たな季節をお迎え下さい。
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　5月6日午前11時より斎行いたし
ます。
　本宮山の新緑が鮮やかで美しい
季節です。どなたでもご参列がで
きます。是非、ご登拝され大神様
のご加護をお受けください。

　5月5日午前11時より斎行いたし
ます。
　菖蒲の節句とも言われ、お子様
の健やかな成長を祈るお祭りです。
祭典後は邪気を祓う菖蒲とよもぎ
の葉を授与いたします。
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小國神社　おおはらえのことば

スペシャルムービー～古の祝詞　大祓詞への誘い～
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　6月5日午前10時30分より開催い
たします。
　箏や尺八の演奏で皆様をおもて
なしいたします。　
　神々が運ぶ季節の移ろいとご神
域の賑わいを感じてください。
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本
年
の
例
祭
期
間
は
四
月
十
四
日
㈭
末
社
塩
井
神
社

の
垢
離
祭
（
神
職
・
舞
楽
人
が
身
を
清
め
る
塩
水
を
汲

む
お
祭
り
）
の
斎
行
に
は
じ
ま
り
、
十
七
日
㈰
に
は
前

日
祭
、
午
前
十
時
五
十
分
か
ら
古
式
十
二
段
舞
楽
奉
奏
、

午
後
二
時
か
ら
神
幸
祭
を
斎
行
し
、
十
八
日
㈪
の
例
祭

を
迎
え
ま
す
。

　

大
神
様
の
も
と
に
地
域
の
人
々
が
集
ま
り
、
日
々
の

感
謝
を
申
し
上
げ
、
共
に
喜
び
を
分
か
ち
合
う
、
お
祝

い
の
期
間
で
す
。

　

氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
年
に
一

度
の
こ
の
期
間
に
是
非
、
ご
家
族
で
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。

大神様へ感謝の真心を伝える
ま    ごころ

令
和
四
年
四
月
十
八
日

日
々
の
感
謝
を
伝
え
�

と
も
に
喜
び
を
分
か
ち
合
う

　

神
社
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
祭
祀
で
、
通
常
は
年
に

一
度
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
神
社
や
ご
祭
神
に
と
っ

て
特
別
に
由
緒
あ
る
お
祭
り
で
、
俗
に
例
大
祭
と
も
称

さ
れ
ま
す
。
例
祭
の
期
日
は
神
社
に
よ
っ
て
様
々
で
、

ご
祭
神
に
関
わ
り
の
深
い
日
や
、
神
社
の
創
建
の
日
な

ど
、
そ
の
神
社
に
ゆ
か
り
の
深
い
日
が
あ
て
ら
れ
ま
す
。

　

当
社
で
は
、
ご
祭
神
「
大
己
貴
命
」
が
本
宮
山
に
鎮

ま
っ
た
と
伝
わ
る
由
緒
あ
る
日
で
す
。

例
祭
と
は

大
神
様
へ
捧
ぐ
日
々
の
感
謝

　

四
月
十
七
日
㈰
午
後
二
時
よ
り
神
幸
祭
（
神
輿
渡
御
）
に
あ

わ
せ
稚
児
行
列
を
行
な
い
ま
す
。

　

古
く
か
ら
、
稚
児
は
神
さ
ま
に
近
い
清
浄
な
存
在
と
し
て
、

多
く
の
神
事
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
し
て
き
ま
し
た
。

　

お
子
さ
ま
の
健
全
な
成
長
に
感
謝
し
神
さ
ま
の
ご
加
護
を
い

た
だ
き
、
鮮
や
か
な
衣
装
を
身
に
纏
い
、
一
生
の
記
念
に
残
る

お
稚
児
さ
ん
を
体
験
奉
仕
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

稚
児
行
列
・
お
稚
児
さ
ん
募
集

小
國
大
神
様
と
一
緒
に
行
列
を
な
し
て

ご
加
護
を
い
た
だ
き
ま
し
�
う

の
斎
行

例
祭■対　　象　　者　小学校三年生までの男女

■初穂料（参加費）　5,000円也
■締　　切　　り　先着順
■お申込み問合せ先　TEL（0538）89－7302
　　　　　　　　　　『小國神社振興会　お稚児さん係』

●募集要項●

し
ん   

こ
う   

さ
い

お
お
な
む
ち
の
み
こ
と
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例
祭
期
間
の
ご
案
内

れ
い    

さ
い



　

十
二
段
舞
楽
は
、
大
神
様
へ
の
誠
心
を
も
っ
て
奉
納
す
る
こ
と
を

本
義
と
し
、
毎
年
四
月
十
八
日
に
近
い
土
・
日
曜
日
（
本
年
は
十
六

日
・
十
七
日
）
に
ほ
ぼ
一
日
を
か
け
て
奉
奏
し
ま
す
。

　

こ
の
日
付
は
、
欽
明
天
皇
十
六
年
（
五
五
五
年
）
春
十
八
日
、
本

宮
山
に
ご
神
霊
が
出
現
し
た
と
い
う
当
社
の
創
建
に
ち
な
ん
だ
も
の

で
す
。
ま
た
、
大
宝
元
年
（
七
〇
一
年
）
二
月
十
八
日
に
は
都
か
ら

勅
使
（
天
皇
の
お
使
い
）
が
出
向
き
、
現
在
の
社
地
に
里
宮
を
開
き
、

十
二
段
の
舞
を
奉
納
し
た
こ
と
が
舞
楽
の
始
ま
り
と
伝
承
さ
れ
て
い

ま
す
。
昭
和
五
十
七
年
一
月
二
十
三
日
文
化
庁
よ
り
「
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
」
に
指
定
さ
れ
現
在
に
至
り
ま
す
。

古
式
十
二
段
舞
楽　

そ
の
歴
史

古
式
十
二
段
舞
楽　

そ
の
歴
史

東
洋
文
化
の
粋

東
洋
文
化
の
粋

奉

納

演

目

奉

納

演

目

特殊神事芸能
小國神社 古式十二段舞楽

▲九番　陵王

六番　新まっく▲

八番　二の舞▲

一
、三
〇
〇
年
前
か
ら
続
く

伝
統
の

令
和
四
年
四
月
十
六
日
、十
七
日
奉
奏　

舞
楽
は
、
東
洋
に
発
達
し
た
古
代
芸
術
の
代
表
的
な
も
の
で
、
『
東
洋
文
化
の

粋
』
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
十
二
段
舞
楽
の
原
型
と
な
る
様
々
な
芸
能
が
渡
来

し
て
き
た
の
は
八
世
紀
初
頭
、
西
暦
七
〇
〇
年
頃
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
都
で
は
盛
ん
に
舞
楽
が
奏
で
ら
れ
、
平
安
時
代
初
頭
に
は
早
く
も
そ

の
黄
金
期
を
迎
え
、
十
二
〜
十
三
世
紀
に
そ
れ
ら
が
地
方
に
伝
播
し
た
と
学
術
的

に
は
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
当
社
へ
の
舞
楽
の
伝
来
は
八
世
紀
初
頭
と
早
く
、
都
と
当
社

の
関
係
性
の
深
さ
を
伺
わ
せ
ま
す
。
そ
し
て
、
当
社
の
舞
楽
の
細
部
に
は
、
中
央

で
失
わ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
所
作
が
部
分
的
に
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
の
古

さ
が
わ
か
り
ま
す
。

　

同
時
に
、
そ
の
古
の
形
が
現
在
ま
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
古
式
十
二
段
舞

楽
の
独
自
性
が
あ
り
ま
す
。

●
令
和
四
年
四
月
十
六
日
㈯

　

午
後
二
時
よ
り
奉
奏（
試
楽
）

●
令
和
四
年
四
月
十
七
日
㈰

　

午
前
十
時
五
十
分
よ
り
奉
奏（
本
祭
）

一
　
番
　
連
舞
　
　
（
子
ど
も
舞
）

二
　
番
　
色
香
　
　
（
大
人
舞
）

三
　
番
　
蝶
の
舞
　
（
子
ど
も
舞
）

四
　
番
　
鳥
の
舞
　
（
子
ど
も
舞
）

五
　
番
　
太
平
楽
　
（
子
ど
も
舞
）

六
　
番
　
新
ま
っ
く
（
子
ど
も
舞
）

七
　
番
　
安
摩
　
　
（
大
人
舞
）

八
　
番
　
二
の
舞
　
（
大
人
舞
）

九
　
番
　
陵
王
　
　
（
大
人
舞
）

十
　
番
　
抜
頭
　
　
（
子
ど
も
舞
）

十
一
番
　
納
蘇
利
　
（
大
人
舞
）

十
二
番
　
獅
子
　
　
（
大
人
舞
）

演
目
の
詳
し
い
解
説
は

小
國
神
社
　
十
二
段
舞
楽

舞
楽

い
に
し
え
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イ
ラ
ス
ト
：

小
國
神
社
明
神
通
り
縁
結
び
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
こ
づ
ち
君
」（
左
下
）「
こ
づ
ち
姫
」（
右
上
）

た
ま
だ
れ
　
第
六
十
四
号
令
和
四
年
四
月
五
日
　
題
字
揮
毫
／
書
家
杭
迫
柏
樹

印
刷
／
㈲
デ
ザ
イ
ン
オ
フ
ィ
ス
エ
ム・エ
ス・シ
ー

〒
四
三
七
ー
〇
二
二
六
静
岡
県
周
智
郡
森
町
一
宮
三
九
五
六
ー
一

電
話
〇
五
三
八
ー
八
九
ー
七
三
〇
二
　
F
A
X
〇
五
三
八
ー
八
九
ー
七
三
六
七

発
行
／
小
國
神
社
社
務
所

　
玉
垂
六
十
四
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　
先
ず
も
っ
て
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
よ
っ
て
亡
く
な
ら
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ

国
民
に
哀
悼
の
意
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
勇

敢
に
立
ち
向
か
う
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
に
深

い
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
当
社
と
の
縁
も
深
く
、
ロ
シ
ア
と
国
境
を

隣
に
す
る
東
欧
の
エ
ス
ト
ニ
ア
（
N
A
T
O

加
盟
国
）
国
内
で
は
、
自
国
へ
の
ロ
シ
ア
軍

の
侵
攻
に
対
す
る
危
機
感
が
一
段
と
高
ま
っ

て
い
る
。
と
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
は
、
我
が
国

に
と
っ
て
も
決
し
て
対
岸
の
火
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
中
国
、
北
朝
鮮
、
ロ
シ
ア
な
ど
の
覇
権
主

義
的
国
家
は
海
を
隔
て
て
す
ぐ
目
の
前
に
存

在
し
ま
す
。

私
た
ち
日
本
国
民
は
、
こ
の
現
実
か
ら

目
を
背
け
る
こ
と
な
く
、『
自
存
自
衛
』・

『
独
立
自
尊
』
の
気
概
を
も
っ
て
、
国
の
行
く

末
を
真
剣
に
考
え
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。 編

集
編
集
編
集
編
集
後後
記記記記

◇
辞
令
交
付
◇

権
祢
宜
　
森
越
　
靖
幸

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

（
令
和
四
年
三
月
二
十
日
付
）

（
山
梨
県
逸
見
神
社
へ
転
任
）

彦
山
　
律
花

小
國
神
社
巫
女
見
習
い
を
命
ず
る

（
令
和
四
年
三
月
二
十
一
日
付
）

大
石
　
知
加

小
國
神
社
巫
女
見
習
い
を
命
ず
る

（
令
和
四
年
三
月
二
十
一
日
付
）

　
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
四
月
十
六
日
㈯
午
後
二
時
よ
り
斎
行
い
た

し
ま
す
。

　
氏
神
様
と
は
、
自
身
が
住
む
土
地
を
守
る

神
さ
ま
で
、
産
土
神
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
氏

子
と
は
、
氏
神
様
が
護
る
土
地
に
住
む
人
々

の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
氏
子
入
り
奉
告
祭
は
氏
子
地
域
に
お
住
ま

い
で
、
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
令
和
三
年

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
出
生
さ
れ
た
お
子

様
、
嫁
入
り
、
婿
入
り
さ
れ
た
方
や
移
住
さ

れ
た
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
参
列
で
き

ま
す
。
ご
神
前
で
、
家
内
安
全
、
無
病
息
災

の
お
祈
り
を
い
た
し
ま
す
。

　
お
申
込
み
は
各
地
区
の
総
代
を
通
し
て
行

な
い
ま
す
。
是
非
、
ご
参
列
下
さ
い
。

ॎ
た
な
֓
৖
�
ॎ
し
い
Ǣ
Ǩ
᲍
Ǳ
を

神
さ
ま
と
ׯ
に

ࠀ
߱
ధ
ǀ
奉
ݓ
祭
の
ご
案
内

ࠀ
߱
ధ
ǀ
奉
ݓ
祭
の
ご
案
内

　
当
社
で
は
例
祭
に
先
立
ち
、
ご
神
前
に
奉

納
す
る
和
歌
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
言
葉
に

託
さ
れ
た
様
々
な
思
い
に
触
れ
、
豊
か
な
感

性
を
育
み
ま
し
ょ
う
。

༹
ҟ
は
神
ખ
ƾ
ǀ
੤
ƅ

日
ෛ
の
文
化
Ɲ
Ə

意
訳
　

世
界
中
の
人
類
は
み
な
兄
弟
だ
と
思
っ

て
い
る
こ
の
世
に
、
ど
う
し
て
、
い
つ

ま
で
も
争
い
の
波
風
が
た
ち
さ
わ
ぐ
の

で
あ
ろ
う
か
。

明
治
天
皇
御
製

よ
も
の
海
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■兼題「平和」・「緑」
■用紙　短冊
　（歌は楷書にてお書きください。裏面
にご住所・お名前を明記ください。）

■締切り　4月13日（水）
■お申込宛先・問合せ先
　〒437－0226
　静岡県周智郡森町一宮3956－1
　「小國神社祭務部祭儀課献詠係」
TEL（0538）89－7302

● 募集要項 ●
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